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答している児童の割合が平成 25 年度から平成 26 年度
にかけて飛躍的に上昇し、平成 25 年度からの平成 28
年度までの 4 年スパンで見ると、6.2 ポイント上昇し
た。また、同じく「国語の授業がよくわかる」という































算化がなければ配置されることがない。平成 28 年 10
月 13 日に文部科学省児童生徒課より平成 28 年度「学
校図書館の現状に関する調査結果について」が出され
た。それによると全国の約 3 分の 1 の都道府県で、学
校図書館司書の配置が 90％を越えているが、和歌山

































3. 1.  四箇郷小学校の国語科研究
　四箇郷小学校は、平成元年に和歌山市教育委員会の
















が、平成 28 年度には、14 回（14 学級ひとり 1 授業の
実施）計画されるまでになった。
3. 2.  学校図書館の活性化と国語科学習の充実

































































































①日時　平成 28 年 10 月 19 日（水）第 5 限


















































































5. 2.  図書館司書との連携の実際










































5. 2. 4.  第 7 時・第 8 時における学校図書館司書との
連携


















































調査では、「好き」が 16 人で約 50％、「どちらかと言
えば好き」が 12 人で約 37％と、肯定的な回答をした
児童の割合が約 87％となり、約 25 ポイントの上昇が
見られた。また、「国語の授業がよくわかる」の項目（図
7）においても、単元前の肯定的な回答の割合が 25 人
約 80％だったのに対し、単元後は 28 人約 86％と向上
が見られた。これらのアンケート結果から、学校図書
館司書と担任が密に連携して行った国語科学習のスタ
イルや、書く活動を学校図書館で行うとした単元構成
が効果的であったと言えるのではないだろうか。
7.  おわりに（今後の展望）
　同校の取り組みはまだ始まったばかりであるが、確
かな一歩を踏み出したと言える。今後は、学校図書館
司書と学級担任の連携の在り方の多様性を探るととも
に、アンケート調査に見られた情意面の向上と合わせ
て、国語力の向上がどの程度図られているかの検証を
進めていきたいと考えている。
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